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クロスローラーガイド

リニアガイドの革命を起す！！

リテーナのズレ防止装置付

クロスローラーガイド（ACSシリーズ）

ACSシリーズ内部構造
＜特長＞

1. リテーナが100％ズレ無い．

2. よって，縦軸使用にも最適．

3. 予圧を付与してもゴロ付無く
完全にスムーズな走行性能
を発揮．

4. コロ径（長さ）を大きくし従
来品より高剛性．

5. コロに偏芯荷重が作用しない
機構により，スキュウを防止
した高信頼性寿命．

絶対リテーナがズレ無い



143

ACS series

L10：90％定格寿命 （Km）
C ：基本動定格荷重 （N）
P ：動等価軸受荷重 （N）�

L10 =   　   ・100 Km
C
P

10

3

（注）ACS3シリーズを除く

図31：リテーナの位置ズレ試験

図32：ローラ転換可能図

図33：動定格荷重比較

図34：各種クロスガイドの剛性比較

図35：ローラー負荷分布

図36：ACSシリーズ走行精度

ACSシリーズの定格走行寿命式

式(5)



クロスローラーガイド
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ACSシリーズの剛性計算式 図37：ACSシステムとしての剛性計算

δ = 接触二物体間の弾性変形量：μm�
la = ローラーの接触長さ：mm�
Q = F／Z�
F = 外部荷重　N�
Z = ローラー数�

＊クロスローラーガイドのように接触角45゜の場合は、�
　以下の計算式による。�
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図39：ACSシリーズの剛性修正係数

図38：ACSシリーズの剛性図

図40：ボールガイドとローラーガイドの剛性比較
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式(7) 式(8)

式(6)
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式(10)



ACS series

表107：ミニアチュアボールガイド性能表

表108：ACSクロスローラーガイド性能表

図41：ボールガイドとローラーガイド剛性比較
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＜ミニアチュアボールガイド＞�

＜ACSクロスローラーガイド＞�
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＜呼ビ番号＞ 締付トルク
Ncm
10
26
90

表112：予圧調整ネジの推奨締付トルク

型番 ネジ径

ACS3 M4
ACS6 M5
ACS9 M6

1setとは，レール４本，ローラー
ケージ２本との組合わせです．

ACS6100－1set

＜荷重方向係数＞
基本動定格荷重（C）並びに基本静定格荷重（Co）はACSクロスローラーガイドに作用する荷重方向をA方向によって表示するよう
ISOでは規定されておりますが，B方向で使用される場合には下記の荷重方向係数により実際に使用されるCeff, Coeffを算出してご使
用下さい．

A

B

Ceff=C / f

Coeff=Co / fo

fo

1

2

荷重方向係数 f

A方向 1

B方向 1.72

使用例

表113：荷重方向係数

式(11)




